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石ころアートに挑戦 
 山橋まちづくり委員会・山橋青少協と山橋 

自治センター共催による「石ころアート教室」 

が２６日に開かれた。今回は一昨年に続き２ 

回目となり、親子連れや、地区外からの参加者 

等で約５０名に上った。 

 生徒達は、数多くの石の中から自分のイメージ 

に合った石ころを探し、作品に挑戦していた。 

 作品は、１１月に開催される文化祭に展示する 

予定です。是非お楽しみに！             製作に挑戦する青少協副会長親子 

日大生野外動物園構想の調査 
 ２７日山橋自治センターで以前から計画している野外動物 

園構想を具体化するため、石ころアートの山野彰先生、宮部 

日大教授、日大学生による石の現地調査を行った。 

ことし秋口から山形地区の石にフクロウ、オットセイ等の 

動物の絵を描くことを計画している。 

 また同日午後から、まちづくり委員会達を対象に、日大の 

宮部教授や学生達から今後の山橋地区のまちづ 

くりについての意見の発表があった。 

 宮部先生は、「石ころ多」の生みの親でもあ 

り７年に亘り山橋のまちづくりに関っている。 

 今後も山野先生ともども、野外動物園構想の 

完成にご助力をお願いしたい。 

9月の主な行事 

日 曜 行 事 予 定 備考 日 曜 行 事 予 定 備考 

1 金 敬老会実行委員会 自治ｾﾝﾀｰ 14 木 ＰＣ教室 28日 自治ｾﾝﾀｰ 

3 日 石ころ多出張 大田原 15 金 文化祭・宝の里合同会議 自治ｾﾝﾀｰ 

4 月 長寿会ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ予選 旧南小 21 木 健寿大学 自治ｾﾝﾀｰ 

10 日 山橋地区敬老会 自治ｾﾝﾀｰ 22 金 コケ玉教室 自治ｾﾝﾀｰ 

13 水 ふれあい広場 自治ｾﾝﾀｰ 29 火 文化祭・宝の里実行委員会 自治ｾﾝﾀｰ 
 

 



敬老会余興演目決る 
 ９月１０日に開催される敬老会 

の演目がほぼ出そろった。今年度 

は、半数が山橋地区外からの出場 

者となる。 

敬老会参加者も身体に気をつけ 

て、全員参加して下さい。 

 ９月の実行委員会出、プログラム 

の作成をする。 

 いづれも芸達者な人達ですので 

お楽しみに！ 

種別 演      目 出 演 者 

詩吟 富士山 十文字 哲 郎 

独唱 わたし祈ってます・美しい十代 添 田 二 郎 

民謡 刈干切唄・花笠音頭 緑川 フク他２ 

踊り ハワイの夜・涙そうそう 山橋フラワーズ 

踊り さよならはダンスの後に 大戸ヨシエ他 4 

独唱 未定 小 貫 利 房 

独唱 未定 小 貫 歩 海 

踊り ひょっとこ踊り 全 員 

踊り 麦畑 小 貫 親 子 

健寿大学でスポーツ民謡の練習 
 健寿大学（高原栄紹委員長）は、１７日石川町長 

寿会連合会の芸能発表祭にむけて、スポーツ民謡の 

練習を行った。講師は今年で３回目となる玉川村の 

田子ユキ子先生にお願いした。 

 曲目は「日本全国しあわせ音頭」で、参加者は来 

る芸能祭に向けて熱心に練習を重ねていた。 

１回では忘れてしまうので、（９月１２日予定）に 

もう１回練習を予定している。 

自治センター周辺の環境整備 
 山橋自治センター運営協議会（橋本勝茂会長）で 

は２０日６時からセンター周辺の環境整備を行った。 

今回は山橋地区青少協、消防団山橋分団、健寿大学な 

ど約３０名が参加して行われた。 

 ６月に１回目の草刈り等を行って頂いたが夏の雑草 

は伸びが早かったので、おかげさまできれいになりま 

した。ありがとうございました。   

山橋区民ハイキング参加者募集 
１．日  時  平成２９年１０月２４日（火） 

７時３０分自治センター出発 

２．行 く 先   桧原湖から五色沼までのハイキング 

３．コ ー ス   ３．６ｋｍ 約１時間 

４．参 加 費   １，０００円（保険代等） 

５．募集人員  ４０名 町のマイクロバス２台使用 

６．申込締切  １０月１０日（火）までに自治センターへ 

７．主  催  山橋自治センター企画推進員 

８．そ の 他   昼食・雨具等は各自で準備下さい 

 申込書は自治センターにあります。年齢性別は問いません 
  


